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（1）基礎データ
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（2）不平等度

贈与・遺産格差の計測
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夫婦 寄与度 構成比 
交差項 相関係数 

平均（万円） 相対分散 夫の親 妻の親 相互効果 夫の親 妻の親 

夫の親 

相対分散 

妻の親 

相対分散 

図表--1 贈与・遺産の格差の分解（2005年） 

2005年 132 16.888 16.215 0.405 0.268 0.831 0.169 23.469 14.221 0.955 0.052 

 注: 1）対象は2005年に36～46歳の女性（有配偶継続）の夫婦でサンプル数は197である
注: 2）夫の親、妻の親の寄与度＝それぞれの構成比の2乗×相対分散
注: 3）相互効果の寄与度＝2×夫の親の構成比×妻の親の構成比×交差項

  

 

贈与・遺産 贈与・遺産有の集団内 

平均（万円） 平均（万円） 相対分散 相対分散 

同有無間 

寄与度　 寄与度 

遺産有の 

割合 

双方の親　2005年 

夫の親　2005年 

妻の親　2005年 

 

132 

110 

22

16.888 

23.469 

14.221 

 

13.411 

15.926 

12.316 

 

590 

879 

182

2.995 

1.986 

1.510

3.477 

7.543 

1.905

22.3% 

12.5% 

12.3%

図表--2 贈与・遺産の有無による格差の分解（2005年） 

注: 1）対象は2005年に36～46歳の女性（有配偶継続）の夫婦でサンプル数は197である
注: 2）寄与度＝贈与・遺産有の平均／全体の平均×相対分散
注: 3）双方の親からの贈与・遺産有：少なくとも夫婦どちらかの親からの贈与・遺産がある場合
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贈与・遺産格差の計測

（1）同世代の格差の動向

（2）同年齢階層における格差の変化

  

 

夫婦　2000年 

（双方の親）　2005年 

夫　2000年 

（夫の親）　2005年 

妻　2000年 

（妻の親）　2005年 

 

0.126 

0.129 

0.129 

0.135 

2.370 

1.885 

 

図表--3 贈与・遺産と累積稼得所得の格差の対比（同世代） 
累積所得 
相対分散 

所得ベースの格差 

贈与・遺産 相互効果 
贈与・遺産 
対所得比 

贈与・遺産 
相対分散 

累積所得 
との交差項 

同左 
相関係数 

0.031 

0.024 

0.034 

0.029 

0.264 

0.041

0.016 

0.006 

0.023 

0.008 

0.041 

0.026

0.034 

0.038 

0.026 

0.035 

0.102 

0.054

26.736 

16.888 

50.304 

23.469 

25.207 

14.221

0.232 

0.081 

0.447 

0.118 

0.202 

0.244

0.126 

0.055 

0.175 

0.066 

0.026 

0.047

注: 1）対象は2005年に36～46歳の女性（有配偶継続）の夫婦でサンプル数は197である
注: 2）所得ベースの贈与・遺産格差＝贈与・遺産の対所得比の2乗×相対分散
注: 3）相互効果＝2×贈与・遺産の対所得比×交差項

0.111 

0.184 

0.120 

0.215 

2.084 

2.272 

 

  

 

夫婦　2000年 

（双方の親）　2005年 

夫　2000年 

（夫の親）　2005年 

妻　2000年 

（妻の親）　2005年 

 

図表--4 贈与・遺産と累積稼得所得の格差の対比（同年齢階層） 
累積所得 
相対分散 

所得ベースの格差 

贈与・遺産 相互効果 
贈与・遺産 
対所得比 

贈与・遺産 
相対分散 

累積所得 
との交差項 

同左 
相関係数 

0.051 

0.074 

0.062 

0.090 

0.086 

0.055

0.030 

0.016 

0.043 

0.028 

－0.066 

0.123

0.043 

0.066 

0.039 

0.067 

0.072 

0.055

27.832 

16.859 

39.859 

19.850 

16.507 

18.143

0.350 

0.119 

0.546 

0.206 

－0.456 

1.115

0.199 

0.068 

0.250 

0.100 

－0.078 

0.174

注: 1）対象は36～40歳の女性（有配偶継続）の夫婦でサンプル数は2000年93、2005年81である
注: 2）所得ベースの贈与・遺産格差＝贈与・遺産の対所得比の2乗×相対分散
注: 3）相互効果＝2×贈与・遺産の対所得比×交差項
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平均 
贈与・ 

遺産有 

贈与・ 

遺産無 

不動産 

金融資産 

　預金 

　有価証券 

借入 

　住宅ローン 

　他のローン 

正味資産 

贈与・遺産 

　夫の親から 

　妻の親から 

持家率 

 

480 

240 

236 

　3 

－450 

－428 

－22 

270 

132 

110 

22 

0.47 

 

877 

315 

311 

4 

－552 

－520 

－33 

640 

590 

491 

100 

0.64 

 

366 

218 

215 

3 

－421 

－402 

－19 

163 

0 

0 

0 

0.42 

 

贈与・遺産の有無別の資産（2005年）          （万円） 

注: 1）対象は2005年に36～46歳の女性（有配偶継続）の夫婦で
サンプル数は197である

注: 2）持家率は夫または妻が住宅の名義人に含まれる者の割合
であり、住宅の名義が親等である場合も含む通常の持家
率（総務省「家計調査」等）よりも低い



－ �2 －

注

文献

贈与・遺産格差の計測

係数 標準誤差 t値 P値 
 

2000年 

2005年 

 

0.058 

0.024 

 

0.040 

0.031 

 

1.464 

0.769 

 

0.144 

0.443 

 

夫婦の贈与・遺産を累積稼得所得に単回帰させた分析結果 

注: 1）対象は2005年に36～46歳の女性（有配偶継続）の夫婦で
サンプル数は197である
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（1）相続期待の経年変化

図表--1 本人の親からの「相続期待あり」の推移 
40.0

35.0
34.9

32.6

32.3

28.0
30.4

25.8

31.7

36.0 35.6

31.4

30.3

25.2

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

コーホートA（901） 
コーホートB（291） 
コーホートＣ（672） 
全体（1864） 
 
 

パネル11 パネル12 パネル13

× × × 

× 
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（2）相続期待の規定要因について──
仮説および分析結果

季刊家計経済研究　2006 AUTUMN No.72
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図表--2 分析に用いた変数の記述統計量 
有配偶  

（1107人） 
平均値 標準偏差 

被説明変数 

　本人の親からの相続期待（1=あり） 
説明変数 

コーホート・年代（基準：コーホートA・40代） 
　コーホートC・20代 

　コーホートC・30代 

　コーホートB・30代 

　コーホートA・30代 

親との同居状況（基準：別居・同居意向なし） 
　同居 

　別居・同居意向あり 

　別居・同居意向不詳 

収入を親に渡しているか（1=渡している） 
年収（万円）1） 
本人学歴（基準：中学・高校2）） 
　専門学校（入学資格は高卒） 
　短大・高専 

　大学・大学院 

本人の主観的健康観3） 

兄弟姉妹人数（本人を除く）4） 
男きょうだいの有無（1=いる） 

0.275 

 

 

0.146 

0.125 

0.170 

0.204 

 

0.101 

0.108 

0.013 

─ 

610.435 

 

0.176 

0.225 

0.123 

3.477 

1.522 

0.586

0.447 

 

 

0.354 

0.330 

0.376 

0.403 

 

0.302 

0.311 

0.112 

─ 

241.937 

 

0.381 

0.418 

0.328 

0.843 

0.924 

0.493

0.388 

 

 

0.430 

0.143 

0.136 

0.129 

 

─ 

─ 

─ 

0.390 

253.804 

 

0.165 

0.218 

0.236 

3.434 

1.358 

0.577

0.488 

 

 

0.496 

0.351 

0.343 

0.335 

 

─ 

─ 

─ 

0.488 

147.898 

 

0.372 

0.413 

0.425 

0.957 

0.832 

0.494

無配偶 

（551人） 
平均値 標準偏差 

注: 1） 有配偶者の場合は夫婦の年収、無配偶者の場合は本人の年収 
      2） 入学資格が中卒の専門学校を含む 
      3） 主観的健康観は1=まったく健康ではない～5=とても健康 
　  4） 本人の兄弟姉妹数の最大値は7人 
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（3）相続期待の有無と親への
経済的・非経済的援助
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図表--3 本人の親からの相続期待の有無についてのロジスティック回帰分析 
有配偶   

Exp（B） 

コーホート・年代（基準：コーホートA・40代） 
　　コーホートC・20代 

　　コーホートC・30代 

　　コーホートB・30代 

　　コーホートA・30代 

親との同居状況（基準：別居・同居意向なし） 
　　同居 

　　別居・同居意向あり 

　　別居・同居意向不詳 

収入を親に渡しているか（1=渡している） 
年収（万円）1） 
本人学歴（基準：中学・高校2）） 
　　専門学校（入学資格は高卒） 
　　短大・高専 

　　大学・大学院 

本人の主観的健康観3） 

兄弟姉妹人数（本人を除く） 
男きょうだいの有無（1=いる） 
定数 

 

モデルχ2 4） 

Cox & Snell R2
  

ケース数（人） 

0.980 

1.266 

0.583 

0.729 

  

4.073 

2.162 

1.257 

─  

1.001 

  

1.945 

2.311 

3.802 

1.168 

0.601 

0.509 

0.208 

  

209.754 

0.173 

1107

 

 

* 

 

 

*** 

*** 

 

 

* 

 

** 

*** 

*** 

+ 

*** 

*** 

*** 

 

*** 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 
＋ 

 

 

 
＋ 

 

*** 

*** 

 

 

*** 

 

 

0.950  

1.217  

0.846  

0.846  

 

─   

─   

─   

1.514  

1.001  

 

0.863  

1.358  

1.678  

1.123  

0.602  

0.516  

0.643  

 

72.707  

0.124  

551 

無配偶  

Exp（B） 

有意水準 *** 0.1％, ** 1％,*5％,+10％ 
注: 1）有配偶者の場合は夫婦の年収、無配偶者の場合は本人の年収 
      2）入学資格が中卒の専門学校を含む 
      3）主観的健康観は1=まったく健康ではない～5=とても健康 
　  4）モデルχ2の自由度は、有配偶14、無配偶12
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（4）相続期待の有無と家計、ライフスタイル

 

相続期待 

χ2=24.055*** 
 経済的援助 

有配偶 

経済的援助 

無配偶 

非経済的援助 

有配偶 

非経済的援助 

無配偶 

相続期待 

χ2=4.675+ 

 

相続期待 

χ2=77.697*** 

 

相続期待 

χ2=12.295** 

 

図表--4 本人の親からの相続期待の有無と経済的・非経済的援助の有無 

ある（302） なし（801） ある（213） なし（335） ある（303） なし（799） ある（214） なし（337） 

 

100%

80%
64.2

28.8

77.8

19.5

37.1

48.8

14.17.0 2.7

45.1

45.4

9.6

22.4

67.0

10.6

51.9

41.8

6.3

13.1

74.3

12.6

24.0

68.5

7.4

 60%

 
40%

 
20%

 

0%

する予定はない 今後、する予定 現在している 
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図表--5 本人の親からの相続期待の有無と家計・ライフスタイル 
相続期待    

 ある なし 
有配偶 自由度 

 
9月の生活費（千円） 
世帯預貯金額（万円） 
本人預貯金額（万円） 
貯蓄目標額（万円） 
世帯有価証券保有率（％） 
本人有価証券保有率（％） 
現住居　持家率（％） 
昨年1年間の国内観光旅行経験率（％） 
昨年1年間の海外観光旅行経験率（％） 
生活に満足している3）人の割合（％） 
生活程度「上」＋「中の上」の人4）の割合（％） 

243.6（289） 
364.9（265） 
86.5（281） 

2077.5（289） 
13.7（41）   
7.7（23）   

74.7（227） 
59.6（180） 
9.0（27）   

61.5（187） 
19.9（60）  

232.0（775） 
248.0（735） 
52.1（774） 

1621.7（751） 
9.0（71）   
3.8（30）   

65.3（524） 
49.7（383） 
5.3（42）   

52.4（420） 
11.2（90）  

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

4

3.453  

24.052  

18.430  

11.896  

5.226  

7.089  

8.813  

11.941  

5.121  

9.696  

34.544 

+ 

*** 

*** 

*** 

* 

* 

** 

*** 

* 

* 

***

検定 

統計量 

 

相続期待    

 ある なし 
無配偶 自由度 

 
9月の生活費（千円） 
本人預貯金額（万円） 
貯蓄目標額（万円） 
本人有価証券保有率（％） 
現住居　持家率（％） 
昨年1年間の国内観光旅行経験率（％） 
昨年1年間の海外観光旅行経験率（％） 
生活に満足している人の割合（％） 
生活程度「上」＋「中の上」の人の割合（％） 

116.9（204） 
231.2（199） 

1063.9（202） 
10.9（23）   
79.0（169） 
62.6（134） 
18.3（39）   
55.1（118） 
19.6（42）  

116.1（320） 
165.2（328） 
785.2（305） 

5.7（19）   
60.5（204） 
61.1（204） 
17.8（59）   
47.5（160） 
11.3（38）  

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

4

0.023  

8.132  

6.917  

4.846  

20.346  

0.131  

0.021  

9.039  

18.263 

 

** 

** 

* 

*** 

 

 
+ 

***

検定 

統計量 

 

有意水準 *** 0.1％, ** 1％,*5％,+10％ 
注: 1） 検定統計量は、生活費などの場合F値。有価証券保有率などの場合χ2値 
　  2）（　）内の数字はケース数。平均値±2標準偏差で外れ値を除去している      
　  3）「満足」、「どちらかといえば満足」、「どちらともいえない」、「どちらかといえば不満」、「不満」の5つの選択肢のうち、 
　　  「満足」または「どちらかといえば満足」と答えた人      
  　4） すべての選択肢は「上」、「中の上」、「中の中」、「中の下」、「下」の5つ 
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図表--1 親同居未婚者 

若年者数（万人） 親同居者数（万人） 親同居率（％） 

合計 

未婚者 

 

 

既婚者 

 

男性 

女性 

2,699 

1,672 

935 

737 

976

1,308 

1,124 

589 

534 

164

48.46  

67.22  

62.99  

72.46  

16.80 

出典: 内閣府『平成15年版 国民生活白書』第3-1-1表     
注: 1）総務省『国勢調査』（2000年）により作成     
      2）20～34歳の若年の未婚、既婚（男女）別親同居未婚者数、 
            親同居率     
  　3）「合計」は、配偶関係不詳（1万人）を含む 
 　 4）「既婚者」は、離死別（50万人）を除く有配偶者数 
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（1）先行研究

 

図表--2 性・年齢別、自分の親の死亡割合、同居率、別居率 

100

80

60

40

20

0

（%） 
男性 

歳 

0.0 0.0 0.4 0.5 2.6 3.9

11.8 3.0

14.4
23.5

35.6
54.1

85.6
76.5

64.0
45.4

33.4
32.2

33.5
27.8

21.2

64.0
62.6

55.8

12.0

47.2
31.9

19.4

25.0
46.9

68.8

6.5

90.5

別居 両親とも死亡 同居 

19
〜 

25
〜
29
 

30
〜
34
 

40
〜
44
 

20
〜
20
 

35
〜
39
 

45
〜
49
 

50
〜
54
 

55
〜
59
 

60
〜
64
 

65+

100

80

60

40

20

0

（%） 
女性 

歳 

0.0 0.4 0.1 1.3 2.1 5.0

3.8 0.8

7.6
22.1

43.5
65.6

92.4

77.5

56.4

33.1
19.8 15.5

14.9 9.3 8.5

78.1
80.1

74.0

10.5

64.9
44.2

28.4

25.8
47.3

67.9

7.1

92.1

19
〜 

25
〜
29
 

30
〜
34
 

40
〜
44
 

20
〜
20
 

35
〜
39
 

45
〜
49
 

50
〜
54
 

55
〜
59
 

60
〜
64
 

65+

出典: 国立社会保障・人口問題研究所（2006）『2004年社会保障・人口問題基本調査  第5回  世帯動態調査  結果の概要』図Ⅲ-6

図表--3 子どもに対しどの程度経済的に面倒を見ても良いか 
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出典: 内閣府『平成17年版　国民生活白書』第2-3-3図       
注: 1）内閣府「国民選好度調査」       
 2）「親は子どもがどの程度になるまで経済的に面倒を見ても  

    良いと思いますか。あなたの考えに一番近いものをお選び 
    下さい。（○は１つ）」という問に対する回答者の割合       

1992年 
2005年 

図表--5 基本統計量 
サンプル 
数 

平均 標準 
誤差 

最低 
値 

最高 
値 

親〈妻方〉の年収 

親〈夫方〉の年収 

親〈妻方〉と同居 

親〈夫方〉と同居 

親と別居 

親〈妻方〉単身 

親〈夫方〉単身 

夫の年収 

夫自営業 

親〈妻方〉からの 

遺産相続期待 

親〈夫方〉からの 

遺産相続期待 

長女〈妻〉 

長男〈夫〉 

子ども未就学 

結婚費用（夫割合） 

性比（男性割合） 

14大都市 

その他の市 

町村 

921 

921 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 
  

1009 

 

1009 
 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009 

1009

384.159  

362.038  

0.098  

0.245  

0.657  

0.182  

0.232  

545.491  

0.143  
 

0.258  

 

0.421  
 

0.695  

0.653  

0.303  

31.363  

0.490  

0.235  

0.651  

0.114 

337.647  

304.485  

0.298  

0.430  

0.475  

0.386  

0.422  

285.103  

0.350  
 

0.438  

 

0.494  
 

0.461  

0.476  

0.460  

26.564  

0.011  

0.424  

0.477  

0.318 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0  

0 

   

0 
 

0 

0 

0 

0 

0.47 

0 

0 

0

1500      

1500      

1      

1      

1      

1      

1      

3012      

1        

1      

 

1      
 

1      

1      

1      

100      

 0.506 

1      

1      

1     

図表--4 親からの支援状況（一カ月あたり） 
既　婚 

別居 同居（妻方） 同居（夫方） 

支援率（％） 

支援平均金額（千円） 

3.5 

42.9

44.3 

73.4

41.8 

50.3

出典: 福田（2004）の図表2-3から作成  
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（2）分析の方法
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（3）推計結果

（a）親に関する変数

（b）子どもに関する変数

（c）その他

（1）Propensity Score Matching
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図表--6 同居選択の要因分析 
被説明変数: 妻方の親と同居 

頑健的 
標準誤差  z 限界効果 係数 

頑健的 
標準誤差  z 限界効果 係数 

被説明変数: 夫方の親と同居 

親〈妻方〉単身 

親〈夫方〉単身 

夫の年収 

夫自営業・家族従業員 

親〈妻方〉からの 

遺産相続期待 

親〈夫方〉からの 

遺産相続期待 

長女〈妻〉 

長男〈夫〉 

子ども未就学 

結婚費用（夫割合） 

性比（男性割合） 

14大都市 

町村 

定数項 

選択確率 

Log likelihood 
 

Number of obs 

LR chi2（26） 

Prob > chi2 

Pseudo R2

0.544  

0.171  

－0.002  

0.164  
 

1.932  
 
 

－1.801  
 

－0.205  

－0.897  

－0.279  

0.007  

31.850  

－0.555  

0.339  

－16.636  

0.049 

－0.074  

0.898  

－0.001  

0.564  
 

－0.539  

 

1.911  
 

0.077  

1.160  

－1.319  

0.002  

－7.024  

－0.870  

1.285  

1.248  

0.168 

0.231  

0.211  

0.000  

0.238  
 

0.223  

 

0.200  
 

0.194  

0.224  

0.240  

0.004  

8.789  

0.253  

0.261  

4.253 

－0.33 

4.40 

－4.00 

2.18 
 

－2.44 

 

9.19 
 

0.41 

5.15 

－5.15 

0.63 

－0.84 

－3.45 

5.31 

0.31

 

*** 

*** 

** 
 
** 

 

*** 
 
 

*** 

*** 

 

 

*** 

*** 

－0.015  

0.144  

－1.68E-04 

0.088  
 

－0.090  

 

0.310  
 

0.012  

0.152  

－0.155  

2.50E-04 

－1.245  

－0.101  

0.233 

0.294  

0.286  

0.001  

0.355  
 

0.257  

 

0.374  
 

0.265  

0.256  

0.288  

0.005  

12.234  

0.309  

0.381  

5.932 

－633.886 
   

1,009 

443.96 

0.00 

0.259

1.85  

0.61  

－3.28  

0.50  
 

7.29  

 

－4.62  
 

－0.83  

－3.55  

－1.06  

1.57  

2.72  

－1.81  

0.87  

－2.93 

* 

 

*** 
 

 

*** 

 

*** 
 

 

*** 

 

 

*** 

* 

 

***

0.031  

－0.001  

－6.96E-05 

0.002  
 

0.157  

 

－0.096  
 

－0.011  

－0.059  

－0.004  

3.03E-04 

1.546  

－0.018  

－1.95E-04 

 

***は1％水準、**は5%水準、*は10％水準で有意であることをさしている 

図表--7 同居選択の要因分析 
被説明変数: 妻方の親と同居 

頑健的 
標準誤差  z 限界効果 係数 

頑健的 
標準誤差  z 限界効果 係数 

被説明変数: 夫方の親と同居 

親〈妻方〉の所得 

親〈夫方〉の所得 

親〈妻方〉単身 

親〈夫方〉単身 

夫の年収 

夫自営業・家族従業員 

親〈妻方〉からの 

遺産相続期待 

親〈夫方〉からの 

遺産相続期待 

長女〈妻〉 
長男〈夫〉 
子ども未就学 

結婚費用（夫割合） 
性比（男性割合） 
14大都市 

町村 

定数項 

選択確率 

Log likelihood 
 

Number of obs 

LR chi2（26） 

Prob > chi2 

Pseudo R2

－577.279 
 

921 

250.25 

0.00 

0.258

***は1％水準、**は5%水準、*は10％水準で有意であることをさしている 

－1.13E-03 

1.02E-03 

0.470 

0.199 

－0.002 

0.169 

  
1.957 

  
－1.798

 

－0.126 

－0.917 

－0.394 

0.005 

31.328 

－0.478 

0.357 

－16.316 

0.050

4.44E-04 

5.28E-04 

0.324 

0.303 

5.10E-04 

0.333 

  
0.285 

  

0.400
 

0.264 

0.265 

0.289 

0.005 

12.822 

0.316 

0.421 

6.134

－2.55 

1.93 

1.45 

0.66 

－3.19 

0.51 

 
6.86 

 

－4.49
 

－0.48 

－3.46 

－1.36 

0.96 

2.44 

－1.51 

0.85 

－2.66

** 

* 

 

 

 

 
 

*** 

 

***
 

 

*** 

 

 

** 

 

 

*** 

 

－5.16E-05 

5.09E-05 

0.026 

3.05E-04 

－6.66E-05 

0.002 

 
0.159 

 

－0.096
 

－0.006 

－0.061 

－0.010 

2.05E-04 

1.545 

－0.015 

0.003

－2.07E-04 

－3.68E-04 

－0.085 

0.898 

－1.21E-03 

0.589 

  
－0.475 

  

1.830
 

 0.034 

1.201 

－1.143 

0.002 

－8.625 

－0.873 

1.147 

2.185 

0.166

3.76E-04 

4.11E-04 

0.244 

0.222 

3.77E-04 

0.272 

  
0.227 

 

0.218
 

0.196 

0.240 

0.274 

0.004 

8.840 

0.264 

0.260 

4.277

－0.55 

－0.9 

－0.35 

4.04 

－3.61 

2.17 

 
－2.09 

 

8.4
 

0.17 

5.01 

－4.17 

0.47 

－0.98 

－3.31 

4.41 

0.51

 

 

 

*** 

*** 

** 
 

** 

 

***
 

 

*** 

*** 

 

 

*** 

***

－1.93E-05 

－5.93E-05 

－0.016 

0.142 

－1.55E-04 

0.091 

  
－0.082 

 

0.294
 

0.006 

0.155 

－0.135 

2.04E-04 

－1.452 

－0.101 

0.202
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（2）分析結果

（a）生活時間

図表--8 妻方同居・夫方同居、別居別　基本統計量   
妻方親との同居 

標準 
偏差 

サンプル 
数 

平均 
値 

妻の労働時間（週、分） 

夫の労働時間（週、分） 

妻の余暇時間（週、分） 

夫の余暇時間（週、分） 

妻の家事育児時間（週、分） 

夫の家事育児時間（週、分） 

妻のための支出（月、千円） 

妻のための支出割合（月、％） 

夫のための支出（月、千円） 

夫のための支出割合（月、％） 

子どものための支出（月、千円） 

子どものための支出割合（月、千円） 

教育費（月、千円） 

教育費割合（月、％） 

妻のための貯蓄（月、千円） 

妻のための貯蓄の割合（月、％） 

夫のための貯蓄（月、千円） 

夫のための貯蓄の割合（月、％） 

子どものための貯蓄（月、千円） 

子どものための貯蓄の割合（月、％） 

借り入れ残高（万円） 

夫婦関係満足度 

生活満足度 

幸福度 

63 

62 

63 

62 

59 

62 

99 

98 

99 

98 

99 

98 

99 

94 

97 

90 

97 

90 

98 

91 

31 

97 

98 

98

2,217.38  

3,080.48  

998.49  

1,494.84  

2,044.41  

579.60  

15.39  

6.60  

32.78  

13.90  

48.86  

17.59  

8.93  

2.81  

14.07  

18.60  

14.66  

19.40  

13.91  

23.06  

145.84  

2.37  

2.36  

2.93 

785.425  

760.462  

671.022  

861.809  

1,096.236  

641.310  

15.682  

6.454  

24.991  

9.088  

73.106  

13.377  

12.453  

3.772  

22.046  

19.259  

22.887  

19.999  

12.890  

18.319  

136.409  

1.044  

0.922  

0.803 

夫方親との同居 

標準 
偏差 

サンプル 
数 

平均 
値 

156 

157 

155 

158 

149 

154 

244 

241 

244 

241 

245 

241 

246 

229 

241 

224 

242 

225 

243 

225 

68 

247 

247 

247

2,154.65  

3,043.03  

975.77  

1,485.92  

2,174.13  

475.62  

15.63  

5.69  

35.50  

13.59  

62.98  

20.90  

10.87  

3.80  

10.66  

12.57  

15.13  

19.74  

18.03  

24.65  

176.09  

2.33  

2.26  

2.68 

755.944  

897.062  

690.597  

797.232  

1,037.717  

572.912  

20.974  

5.920  

39.705  

10.047  

103.829  

15.169  

21.331  

9.625  

19.020  

22.086  

25.337  

23.285  

23.404  

28.495  

259.252  

0.947  

1.011  

0.882 

別居 

標準 
偏差 

サンプル 
数 

平均 
値 

323 

321 

324 

322 

304 

315 

657 

655 

658 

656 

657 

655 

662 

634 

647 

585 

646 

584 

648 

586 

163 

662 

663 

663

1,921.24  

3,071.45  

981.40  

1,502.75  

2,352.42  

466.49  

13.26  

5.16  

34.29  

13.75  

43.21  

15.82  

10.25  

3.11  

6.91  

10.55  

10.80  

18.06  

13.02  

22.50  

197.01  

2.42  

2.46  

2.90 

849.678  

721.329  

727.507  

885.083  

1,238.486  

569.123  

18.777  

5.784  

32.813  

9.711  

53.671  

11.764  

15.421  

4.848  

15.937  

14.648  

19.143  

21.804  

21.329  

26.075  

388.693  

0.988  

0.995  

0.797 
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（b）家計

（c）主観的変数
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図表--9 同居による家計行動への影響（ATT） 
Caliper Matching

妻方 夫方 

Kernel Matching

妻方 夫方 

***は1％水準、**は5%水準、*は10％水準、#は15％水準で有意であることをさしている 

生活時間 

家計行動 

主観的変数 

妻の労働時間（週、分） 
夫の労働時間（週、分）   

妻の余暇時間（週、分） 
夫の余暇時間（週、分）   

妻の家事育児時間（週、分） 
夫の家事育児時間（週、分） 
 

－13.321 

215.577   

－55.453 

－169.246   

－74.076 

145.201 

 

 妻のための支出（月、千円） 
妻のための支出割合（月、％）   

夫のための支出（月、千円） 
夫のための支出割合（月、％）   

子どものための支出（月、千円） 
子どものための支出割合（月、千円）   

教育費（月、千円） 
教育費割合（月、％）   

妻のための貯蓄（月、千円） 
妻のための貯蓄の割合（月、％）   

夫のための貯蓄（月、千円） 
夫のための貯蓄の割合（月、％）   

子どものための貯蓄（月、千円） 
子どものための貯蓄の割合（月、％）   

借り入れ残高（万円） 
 

 

1.770 

1.682   

0.214 

1.135  

－0.040 

0.539  

－3.090 

－1.772   

5.401 

7.105   

1.559 

－0.788   

1.409 

0.485   

　 

 

* 

  

 

 

 

 

*  

* 

** 

 

夫婦関係満足度 

生活満足度 

幸福度 

 

0.062 

0.064 

0.132

－162.5238**  

 

** 
 
 
 
 
 
 
* 

 

* 

 

 

 
 
 
** 
 
 
# 
 
*

301.990 

12.501   

－101.006 

－141.656   

－27.301 

143.143 

 

 4.080 

1.321   

3.215 

1.051  

12.633 

3.000  

2.566 

1.243   

3.505 

1.604   

3.604 

－1.470   

3.236 

0.261

0.031 

－0.028 

－0.071

－14.32805   

2.316 

1.581   

1.217 

1.379  

1.843 

0.777  

－2.600 

－1.939   

7.042 

6.406   

3.342 

－2.684   

2.595 

2.540

0.014 

0.044 

0.077

 
*** 
 
 
 
 
 
* 
 
 
 
* 
 
 
 
 
 
 
 
 
** 
 
** 

** 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36.043 

382.675   

－9.733 

－72.543   

63.730 

208.875 

 

 

－83.88391   

4.069 

1.146   

3.819 

0.560  

20.113 

3.652  

2.779 

1.173   

3.654 

1.527   

3.651 

－0.317   

3.247 

1.947

0.031 

0.028 

0.004

* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
* 

* 
 
 
 
 
** 

** 
 
 
# 
 
* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

232.141 

－121.737   

－8.412 

－24.414   

－170.973 

119.757 

 

－4.741423 
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注 h

E（Y k’│T=k）=E［E（Y k’│T=k , X）│T=k］ 
               =E［E（Y k│T=k’, X）│T=k］ 

k│kk'E（Y k'│T=k）=E［E（Y k│T=k', P （X））│T=k］ 
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（1）データと離家の定義

（2）離家の傾向
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図表--1 分析対象サンプルの概要 

n 調査年 出生年 調査時年齢 

コーホートA 

コーホートB 

コーホートC 

 

 

1500 

500 

836

1993年 

1997年 

2003年 

1959～69年 

1970～73年 

1974～79年 

24～34歳 

24～27歳 

24～29歳 

図表--2 出生コーホート別離家の経験率と離家経験年齢の分布 
n 

（人） 

調査時年齢 

（歳） 

結婚経験割合 

（%） 

離家経験割合 

（%） 25% 
 

50% 
 

75% 
 
平均 

 

離家経験年齢（歳）   

1959～64年生まれ 

1965～69年生まれ 

1970～74年生まれ 

1975～79年生まれ 

      合      計 

 

749 

702 

569 

577 

2597

29～34 

24～28 

24～29*1 

24～28

64.5  

44.9  

48.7  

42.1 

21 

22 

21 

21

25 

26 

26 

－ 

31 

－ 

－ 

－ 

 

22.74  

21.56  

21.03  

20.69 

86.0  

50.4  

46.0  

39.7 

*1: コーホートB（24～27歳）とコーホートCの一部（29歳）よりなる 

図表--3 出生コーホート別離家理由の分布 

1959～64年 1965～69年  1970～74年  1975～79年  

％ 
 

n 
 

％ 
 

n 
 

％ 
 

n 
 

％ 
 

n 
 離家経験あり　進学のため 

 　　　　　　初めての就職のため 

 　　　　　　転勤・転職のため 

 　　　　　　親から独立したため 

 　　　　　　結婚のため 

 　　　　　　　       小　計 

離家経験なし　離家未経験 

　　　　　　 結婚や両親の死亡 

　　　　　　 による打ち切り 

 　　　　　　　       小　計 

 　　　　　 合　　　計 

71 

62 

20 

－ 

330 

483 

108 

 
158

 

266 

749

50  

57  

16  

－   

192  

315  

302  

 
85 

 

387  

702 

7.1  

8.1  

2.3  

－   

27.4  

44.9  

43.0  

  
12.1

  

55.1  

100.0 

55 

38 

12 

39 

133 

277 

239 

  
53 

292 

569

9.7  

6.7  

2.1  

6.9  

23.4  

48.7  

42.0  

  
9.3

  

51.3  

100.0 

74 

31 

8 

40 

90 

243 

264 

  
70

 

334 

577

12.8  

5.4  

1.4  

6.9  

15.6  

42.1  

45.8  

  
12.1 

 

57.9  

100.0 

9.5 

8.3 

2.7 

－ 

44.1 

64.5 

14.4 

 
21.1

 

35.5 

100.0 

出生コーホート   
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図表--4 学歴別同居継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

年齢（歳） 

親
子
同
居
継
続
率 高校以下 

専門・専修 
短大・高専 
大学以上 

図表--6 きょうだい数別同居継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

年齢（歳） 

親
子
同
居
継
続
率 1人 

2人 
3人 
4人以上 

図表--7 父親の学歴別同居継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

中学 
高校 
大学・大学院 

年齢（歳） 

親
子
同
居
継
続
率 

図表--8 母親の就業年数別同居継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

なし 
0～10年 
10年以上 

年齢（歳） 

親
子
同
居
継
続
率 

図表--9 生活実態の分析サンプルの分布 
1967～69年生まれ 

パネル2（1994年）  
1970～72年生まれ 

パネル5（1997年）  
1976～78年生まれ 

パネル11（2003年）  
％ 
 

n 
 親と別居 

親と同居 

合　  計 

25歳 

26歳 

27歳 

合　  計 

15 

193 

208 

93 

71 

44 

208

7.2 

92.8 

100.0 

44.7 

34.1 

21.2 

100.0

％ 
 

n 
 37 

162 

199 

86 

67 

46 

199

18.6 

81.4 

100.0  

43.0 

33.7 

23.0 

100.0 

％ 
 

n 
 52 

200 

252 

89 

98 

65 

252

20.6 

79.4 

100.0  

35.3 

38.9 

25.8 

100.0 

図表--10 コーホート、親との居住状況別就業実態 
現在の就業状態 

（%） 

1967～69年生まれ 

パネル2 

親と別居 親と同居 

無職 

フルタイム雇用 

パートタイム雇用 

自営・家族従業 

合　　計 

 n

13.3 

73.3 

6.7 

6.7 

100.0 

15

8.3 

77.6 

10.9 

3.1 

100.0 

192

1970～72年生まれ 

パネル5 

親と別居 親と同居 

21.6 

56.8 

16.2 

5.4 

100.0 

37

11.1 

66.7 

21.0 

1.2 

100.0 

162

1976～78年生まれ 

パネル11 

親と別居 親と同居 

9.6 

65.4 

21.2 

3.9 

100.0 

52

11.0 

59.5 

27.0 

2.5 

100.0 

200

図表--5 15歳時居住地の都市規模別同居継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

14大都市 
その他の市 
町村 

年齢（歳） 

親
子
同
居
継
続
率 
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（1）経済状況
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図表--11 コーホート、親との居住状況別所得状況 
所得状況 1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

昨年の年収（万円） 
親からの金銭的援助の有無（%） 
親からの金銭的援助年額（万円）*1 
親への繰り入れの有無（%） 
親への繰り入れ月額（万円）*1 
 n

285.9 

40.0 

13.2 

13.3 

0.4 

15

260.9 

18.1 

2.0 

51.1 

1.6 

193

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

273.2 

27.3 

4.9 

5.4 

0.2 

37

242.8 

19.6 

2.2 

50.6 

1.7 

158

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

301.8 

28.6 

5.5 

7.7 

0.2 

52

227.0 

16.3 

1.7 

58.6 

1.9 

198

*1: 金銭的援助や繰り入れがあった場合についての平均金額       
注: 各金額は各年の消費者物価指数で実質化して計算を行った。また、（平均値＋4×標準偏差）外の値は外れ値として 
      分析より除外した。nは外れ値が発生しなかった場合の最大値       
      

図表--12 コーホート、親との居住状況別生活時間（平均値） 
生活時間 

（時間） 

1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

通勤・通学（平日） 
仕事（平日） 
勉学（休日） 
家事（休日） 
趣味・娯楽・交際など（休日） 
上記以外の睡眠、食事、入浴、 
身の回りの用事など（平日） 
 n

0.6 

7.9 

0.2 

2.5 

4.8 

  
12.3

 

15

0.9 

7.7 

0.1 

1.6 

7.4 

  
11.7

 

190

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

0.4 

6.8 

0.6 

2.0 

6.2 

  
11.5

 

36

0.8 

7.8 

0.4 

1.0 

8.5 

  
10.8

 

159

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

0.5 

7.9 

0.4 

1.7 

8.8 

  
10.2

 

50

0.7 

7.4 

0.5 

1.0 

8.2 

  
10.6 

190

注: 各項目の生活時間について、（平均値＋4×標準偏差）外の値は外れ値として分析より除外した 
       nは外れ値が発生しなかった場合の最大値 

図表--13 コーホート、親との居住状況別女性の友人数（平均値） 
女性の友人数 

（人） 

1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

幼なじみや、学校時代にできた友人 

学校卒業後にできた友人 

　　仕事を通して 

　　趣味やボランティア活動などを通して 

　　友人を通して 

　　近所に住んでいることがきっかけで 

　　その他 

友人の数合計の平均 
n

11.9 

7.9 

6.1 

0.4 

0.9 

0.1 

0.0 

19.2 

14

8.3 

7.8 

4.8 

1.2 

0.8 

0.1 

0.0 

16.2 

192

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

7.3 

5.7 

3.8 

0.9 

0.7 

0.1 

0.1 

13.9 

37

8.0 

7.1 

4.9 

1.0 

0.8 

0.1 

0.0 

15.3 

161

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

9.9 

8.3 

5.1 

1.6 

1.3 

0.3 

0.1 

17.5 

52

8.2 

7.3 

4.4 

1.1 

1.0 

0.1 

0.0 

15.2 

197

注: 各項目の友人数について、（平均値＋4×標準偏差）外の値は外れ値として分析より除外した  
　   nは外れ値が発生しなかった場合の最大値 



－ �� －

季刊家計経済研究　2006 AUTUMN No.72

（2）ライフスタイル

（3）生活意識
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（1）結婚意向

図表--14 コーホート、親との居住状況別男性の友人数（平均値） 
男性の友人数 

（人） 

1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

幼なじみや、学校時代にできた友人 

学校卒業後にできた友人 

　　仕事を通して 

　　趣味やボランティア活動などを通して 

　　友人を通して 

　　近所に住んでいることがきっかけで 

　　その他 

友人の数合計の平均 
n

2.4 

3.9 

3.0 

0.1 

0.4 

0.1 

0.1 

8.2 

14

1.8 

2.7 

1.9 

0.3 

0.8 

0.0 

0.0 

4.9 

192

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

2.6 

2.1 

1.0 

0.4 

0.7 

0.0 

0.0 

4.9 

37

2.2 

2.6 

1.7 

0.4 

0.8 

0.0 

0.0 

5.1 

161

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

3.5 

3.7 

2.4 

0.9 

1.6 

0.1 

0.0 

8.2 

52

2.2 

2.5 

1.5 

0.6 

0.8 

0.0 

0.0 

5.5 

197

注: 各項目の友人数について、（平均値＋4×標準偏差）外の値は外れ値として分析より除外した  
　   nは外れ値が発生しなかった場合の最大値 

図表--15 コーホート、親との居住状況別生活程度 
生活程度 

（%） 

1967～69年生まれ  

パネル2  

親と別居 親と同居 

上（5点） 
中の上（4点） 
中（3点） 
中の下（2点） 
下（1点） 
合計 

平均点 

 n

0.0 

13.3 

40.0 

40.0 

6.7 

100.0 

2.60 

15 

1.6 

13.5 

69.4 

13.5 

2.1 

100.0 

2.99 

193

1970～72年生まれ  

パネル5  

親と別居 親と同居 

2.7 

10.8 

40.5 

40.5 

5.4 

100.0 

2.65 

37

0.6 

23.6 

57.8 

14.9 

3.1 

100.0 

3.04 

161

1976～78年生まれ  

パネル11  

親と別居 親と同居 

0.0 

19.2 

46.2 

25.0 

9.6 

100.0 

2.75 

52

3.0 

13.5 

59.5 

19.5 

4.5 

100.0 

2.91 

200

 

図表--16 コーホート、親との居住状況別生活満足度 
生活満足度 

（%） 

1967～69年生まれ  
パネル2  

親と別居 親と同居 

満足（5点） 
どちらかといえば 

満足（4点） 
どちらともいえない（3点） 
どちらかといえば 

不満（2点） 
不満（1点） 
合計 

平均点 

 n

1970～72年生まれ  
パネル5  

親と別居 親と同居 

1976～78年生まれ  
パネル11  

親と別居 親と同居 

13.3 

 
33.3 

20.0 

 
20.0 

13.3 

100.0 

3.13 

15 

10.9 

 
42.5 

31.6 

 
11.9 

3.1 

100.0 

3.46 

193 

13.5 

 
48.7 

18.9 

 
10.8 

8.1 

100.0 

3.49 

37 

11.1 

 
43.2 

32.1 

 
8.6 

4.9 

100.0 

3.47 

162 

0.0 

 
46.2

 

36.5 

 
11.5 

5.8 

100.0 

3.23 

52 

13.0 

  
42.0 

31.5 

  
11.5 

2.0 

100.0 

3.53 

200 

図表--17 コーホート、親との居住状況別結婚意向 
結婚意向 1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

まもなく結婚する 

すぐにでもしたい 

今はしたくないがいずれはしたい 

必ずしもしなくてよい 

したくない 

合計 

希望結婚年齢の平均*1 

ｎ 

0.0 

35.7 

35.7 

21.4 

7.1 

100.0 

29.7 

14

17.6 

12.4 

59.6 

9.8 

0.5 

100.0 

29.1 

193

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

13.5 

13.5 

64.9 

8.1 

0.0 

100.0 

29.4 

37

9.3 

13.0 

67.3 

9.9 

0.6 

100.0 

29.9 

162

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

0.0 

13.5 

63.5 

19.2 

3.9 

100.0 

30.5 

52

6.0 

13.0 

66.0 

12.5 

2.5 

100.0 

30.3 

200

*1: 希望結婚年齢が41歳以上の場合は計算より除外した 
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（2）結婚行動
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図表--18 コーホート、親との居住状況別未婚理由（複数回答） 
未婚理由 

（%） 

1967～69年生まれ  

パネル2 

親と別居 親と同居 

 
 

30.0 

 

10.0 

 

30.0 

 
30.0 

40.0 
 

50.0 

 

10.0 
 

0.0 

2.00 

10

 

8.6 

 

0.0 

 

34.5 
 

29.5 

59.0 
 

28.8 

 

3.6 
 

4.3 

1.68 

139

 

6.9 

 

0.0 

 

20.7 
 
 

44.8 

44.8 
 

24.1 

 

6.9 
 

3.4 

1.52 

29

 

11.5 

 

3.8 

 

30.0 
 

40.8 

54.6 
 

25.4 

 

5.4 
 

6.2 

1.78 

130

 

15.4 

 

5.1 

 

28.2 
 

25.6 

51.3 
 

38.5 

 

5.1 
 

2.6 

1.72 

39

 

7.6 

 

3.8 

 

21.5 
 

23.4 

62.0 
 

23.4 

 

5.7 
 

5.7 

1.53 

158

1970～72年生まれ  

パネル5 

親と別居 親と同居 

1976～78年生まれ  

パネル11 

親と別居 親と同居 

仕事がおもしろくて、まだ結婚にまで 

目が向かない 

勉強がおもしろくて、まだ結婚にまで 

目が向かない 

現在の生活に満足しているので、ま 

だ結婚にまで目が向かない 

結婚前にやっておきたいことがある 

まだ結婚したい人に出会っていない 

恋人とつきあっているが、まだ結婚に 

踏み切るところまでいかない 

親の期待する結婚相手を見つける 

のが難しいから 

その他 

平均選択数（最大3つ） 
n

図表--19 初婚のカプラン－マイヤー分析を用いたPerson-Age数の分布 

（人年） 

1967～69年生まれ  

パネル2→4 

親と別居 親と同居 

 7 

7 

8 

6 

28 

15

81 

133 

84 

29 

327 

186

65 

103 

71 

18 

257 

142

16 

25 

24 

10 

75 

42

60 

124 

102 

34 

320 

171

37 

53 

47 

21 

158 

89

206 

360 

257 

81 

904 

499

14 

21 

15 

5 

55 

32

1970～72年生まれ  

パネル5→7  

親と別居 親と同居 

1976～78年生まれ  

パネル11→13  計  

親と別居 親と同居 親と別居 親と同居 

25→26歳 

26→27歳 

27→28歳 

28→29歳 

person-age合計 

サンプル数（人） 

図表--20 コーホート別未婚継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
25 27 29

1976～78年生まれ 
1970～72年生まれ 
1967～69年生まれ 

年齢（歳） 

未
婚
継
続
率 

図表--21 親との居住状況別未婚継続率 
100％ 

75％ 

50％ 

25％ 

0％ 
25 27 29

親と別居 
親と同居 

年齢（歳） 

未
婚
継
続
率 
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注 文献
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図表--1 生活満足度の推移 

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％） 

1975 1980 1985 1990 1995 1999 2005

出典: 国民生活に関する世論調査各該当年（内閣府）より作成 
注:「満足」: 1990年まで「十分満足」＋「一応満足」の比率の合計、 
       1995年以降「満足」＋「まあ満足」の比率の合計       
 

女性20代 
全体 
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図表--2 コーホート別　対象者の基本属性 
 コーホートＡ         コーホートＢ         コーホートＣ   

%  　　ｎ %  　　ｎ %  　　ｎ 

世帯構成 

 

 

 

 

本人学歴 

 

 

 

 

就業状況 

 

 

 

本人年収 

 

 

 

世帯年収 

 

 

単身 

核家族 

拡大家族 

（同居率） 

 

中・高 

専門 

短大 

大学 

 

正規就労 

非正規就労 

休職中・その他 

 

平均値 

中央値 

標準偏差 

 

平均値 

中央値 

標準偏差 

14.4  

75.6  

10.0  

85.6  

 

35.2  

19.6  

23.5  

21.8  

 

75.1  

14.2  

10.7  

 

293.8  

300.0  

144.6  

 

767.5  

600.0  

752.5 

26 

136 

18 

 

 

63 

35 

42 

39 

 

127 

24 

18 

 

175 

 

 

 

135 

 

 

21.0  

63.6  

15.3  

79.0  

 

31.3  

11.9  

30.7  

26.1  

 

63.3  

28.3  

8.4  

 

269.4  

275.0  

135.8  

 

786.0  

650.0  

710.6 

37 

112 

27 

 

 

55 

21 

54 

46 

 

105 

47 

14 

 

175 

 

 

 

121 

 

 

18.1  

63.5  

18.4  

81.9  

 

26.4  

19.7  

22.7  

31.1  

 

64.6  

25.6  

9.8  

 

251.1  

240.0  

137.2  

 

681.6  

583.5  

622.2 

54 

190 

55 

 

 

79 

59 

68 

93 

 

192 

76 

29 

 

288 

 

 

 

244 
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（1）社会経済的地位

（2）生活状況

図表--3 コーホート別　生活満足度 

コーホートA コーホートB コーホートC

90%
100%

80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%

24.0

1.1

11.7

12.3

50.9

29.5

2.8

7.4

13.1

47.2

30.9

3.0

14.4

10.1

41.6

満足 やや不満 不満 やや満足 どちらともいえない 
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図表--4 コーホート別　社会経済的地位別　生活満足度 
 コーホートＡ    コーホートＢ      コーホートＣ   

n 　平均  Ｆ値 n 　平均  Ｆ値 n 　平均  Ｆ値 

本人年齢 

 

 

 

 

 

 

本人学歴 

 

 

 

 

就業状況 

 

 

 

本人年収 

 

 

 

世帯員年収 

 

 

 

世帯年収 

 

 

 

親からの援助 

 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

 

中・高 

専門 

短大 

大学 

 

正規就労 

非正規就労 

休職中・その他 

 

下 

中 

上 

 

下 

中 

上 

 

下 

中 

上 

 

なし 

あり 

56 

41 

30 

25 

27 

 

62 

35 

42 

39 

 

126 

24 

18 

 

55 

60 

59 

 

44 

44 

47 

 

43 

47 

45 

 

140 

38

3.79  

3.54  

3.67  

3.28  

3.52  

 

3.53  

3.49  

3.67  

3.77  

 

3.68  

3.25  

3.50  

 

3.56  

3.55  

3.69  

 

3.80  

3.55  

3.74  

 

3.63  

3.66  

3.80  

 

3.61  

3.55 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2.48# 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

52 

44 

34 

19 

27 

 

55 

21 

54 

46 

 

105 

47 

14 

 

58 

58 

59 

 

38 

43 

40 

 

39 

42 

40 

 

129 

37

3.46  

3.27  

3.50  

3.63  

3.41  

 

3.31  

3.52  

3.33  

3.65  

 

3.54  

3.34  

3.21  

 

3.40  

3.36  

3.53  

 

3.05  

3.47  

3.55  

 

3.15  

3.33  

3.60  

 

3.49  

3.22 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3.59* 
  

  

  

2.56# 

  

  

  

  

 

63 

58 

64 

41 

37 

35 

 

79 

59 

67 

93 

 

192 

76 

28 

 

94 

94 

101 

 

80 

76 

88 

 

77 

84 

82 

 

224 

51

3.46  

3.47  

3.38  

3.78  

3.73  

3.66  

 

3.35  

3.54  

3.67  

3.61  

 

3.56  

3.53  

3.46  

 

3.37  

3.48  

3.74  

 

3.53  

3.42  

3.74  

 

3.55  

3.44  

3.76  

 

3.52  

3.55 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3.97* 
  

  

  

2.43# 

  

  

  

2.45# 

 

  

  

  

  

 注: *p<.05　#p<.10 統計的に有意な関連がみられた場合のみ、Ｆ値を示した        

（三分位） 

 

 

 

（三分位） 

 

 

 

（三分位） 

 

図表--5 コーホート別　生活状況別　生活満足度 
 コーホートＡ    コーホートＢ      コーホートＣ   

n 　平均  Ｆ値 n 　平均  Ｆ値 n 　平均  Ｆ値 

世帯構成 

 

 

 

 

 

住宅の種類 

 

 

住宅の所有 

 

 

居室の広さ 

　　　（注２） 

 

単身 

核家族 

拡大家族 

 

親と同居 

 

戸建て 

集合住宅 

 

持ち家 

賃貸 

 

小 

中 

大 

 注: １）*p<.05　#p<.10 統計的に有意な関連がみられた場合のみ、Ｆ値を示した         
      2）コーホートＡおよびＢは、延べ床面積（カテゴリー）を同居人数で割ったもの、コーホートＣは居室数を同居人数で 
          割った値から三分位に区分した                      

26 

136 

17 

 

153  

 

126 

53 

 

131 

47 

 

58 

56 

65

3.46  

3.60  

3.82  

 

3.62  

 

3.64  

3.49  

 

3.67  

3.38  

 

3.60  

3.64  

3.55 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

3.68# 

 

  

  

  

  

  

 

37 

112 

27 

 

139 

 

114 

62 

 

119 

57 

 

53 

49 

74

3.68  

3.32  

3.56  

 

3.37  

 

3.48  

3.34  

 

3.49  

3.32  

 

3.43  

3.33  

3.50 

2.44# 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

54 

189 

55 

 

244 

 

201 

96 

 

223 

75 

 

70 

87 

91

3.48  

3.48  

3.82  

 

3.56  

 

3.62  

3.39  

 

3.59  

3.40  

 

3.59  

3.54  

3.52 

2.79# 

 

 

  

 

  

3.80#  
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図表--6 離家前年と当年の生活満足度 （％） 

離家当年 

　不満 やや不満 　どちらともいえない やや満足 　満足 行合計 

離家前年 
 
 
 
 
 
 

不満 

やや不満 

どちらともいえない 

やや満足 

満足 

列合計 

Ｎ 

 

 

3.1 

6.2 

2.1 

11.3 

11

5.2 

24.7 

26.8 

37.1 

6.2 

100 

97

 

1.0 

 

 

 

1.0 

1

1.0 

11.3 

10.3 

8.2 

1.0 

32.0 

31

2.1 

7.2 

2.1 

 

 

11.3 

11

2.1 

5.2 

11.3 

22.7 

3.1 

44.3 

43

注: 比率は、全体を100％として算出した 

図表--7 離家前年の生活満足度・年収別　 
           離家後の生活満足度の変化 

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

－0.20

0.00 
 

－0.40

（点） 

300万未満 300万以上 

注: 離家前後での生活満足度の増減を学歴とコーホートによって 
　  統制した   

離家前 低群 
離家前 高群 

0.98

0.60

－0.15－0.17
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図表--1 記述統計量 

平均値 最小値 第１四分位 第３四分位 

夫の年齢 

世帯所得（万円） 

等価所得（万円） 

貯蓄（万円） 

子ども数 

 

夫自営業率 

妻有職率 

妻正規従業員 

妻非正規従業員 

妻自営業 

子ども3人以上 

東京23区および政令指定都市 

町村 

割合 

13% 

52% 

12% 

32% 

9% 

23% 

25% 

11%

対象数　1,220

40.5 

696.7 

362.8 

430.4 

2 

 

27 

60 

40 

0 

0

最大値 

60 

2,729 

1,768 

6,000 

7

37 

496 

250 

50 

2

44 

854 

445 

500 

2

図表--2 分位間の移動数 

第Ⅰ分位以外 第Ⅰ分位 

前期 当期 

第Ⅰ分位 

第Ⅰ分位以外 

 

90 

918

129 

83
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（1）対象とするコーホートと調査年度

（2）世帯

（3）所得
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（1）初期状態式

図表--3 初期状態式の推計結果 

事後分布中央値 90％信用下限 90％信用上限 説明変数 

年次ダミーあり 
*は90％信用区間が0をまたがないもの 

夫の年齢 

夫の年齢2乗 

学歴（高校卒を基準） 

　中学 

　専門・専修、短大・高専 

　大学・大学院 

自営業（夫） 

妻の就業状況（無職を基準） 

　自営業 

　常勤の職員・従業員 

　パート・アルバイト、嘱託・その他 

都市規模（下記以外の市を基準） 

　東京23区および政令指定都市 

　町村 

貯蓄額（百万円） 

子ども３人以上 

定数項 

0.00  

0.00  

 

0.28  

0.25  

－0.54  

－0.18  

 

－0.34  

－0.55  

－0.11  

 

－0.22  

－0.32  

－0.04  

0.33  

0.05 

－0.04  

0.00  

 

0.07  

0.06  

－0.70  

－0.39  

 

－0.58  

－0.78  

－0.26  

 

－0.37  

－0.54  

－0.06  

0.18  

－0.60 

0.04  

0.00  

 

0.50  

0.43  

－0.39  

0.01  

 

－0.10  

－0.33  

0.03  

 

－0.07  

－0.10  

－0.03  

0.47  

0.72 

 

 

 

* 

* 

* 

 

 

* 

* 

 

 

* 

* 

* 

* 

 

図表--4 学歴別の所得状態 

最終学歴  対象数  第Ⅰ分位以外  第Ⅰ分位 

中学 

高校 

専門・専修、短大・高専 

　専門・専修 

　　（入学資格  要件なし、無回答） 
　専門・専修 

　　（入学資格  高校卒） 
　短大・高専 

大学・大学院 

115 

445 

170 

 
25

 

 
120

 

25 

490

64% 

84% 

70% 

 
56%

 

 
68%

 

92% 

90%

36% 

16% 

30% 

 
44%

 

 
32%

 

8% 

10%
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（2）状態推移式

図表--5 状態推移式の推計結果　１期前が第 I分位 

事後分布中央値 90％信用下限 90％信用上限 説明変数 

年次ダミーあり 
*は90％信用区間が0をまたがないもの 

夫の年齢 

夫の年齢2乗 

学歴（高校卒を基準） 
　中学 

　専門・専修、短大・高専 

　大学・大学院 

自営業（夫） 
妻の就業状況（無職を基準） 
　自営業 

　常勤の職員・従業員 

　パート・アルバイト、嘱託・その他 

都市規模（下記以外の市を基準） 
　東京23区および政令指定都市 

　町村 

定数項 

0.01  

0.00  

 

0.52  

0.69  

－0.20  

－0.51  

 

－0.64  

－0.38  

－0.31  

 

－0.02  

－0.05  

－0.02 

－0.05  

0.00  

 

0.08  

0.27  

－0.54  

－0.94  

 

－1.25  

－0.92  

－0.63  

 

－0.42  

－0.54  

－1.09 

0.07  

0.00  

 

0.98  

1.15  

0.16  

－0.08  

 

－0.05  

0.14  

0.02  

 

0.38  

0.46  

1.02 

 

 

 

* 

* 

 

* 

 

* 
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図表--6 状態推移式の推計結果　1期前が第 I分位以外 

説明変数 事後分布中央値 

 

 

0.01  

0.00  

 

0.40  

0.28  

－0.81  

－0.13  

 

－0.50  

－0.79  

－0.16  

 

－0.23  

－0.22  

0.13 

 

－0.04  

0.00  

 

0.14  

0.05  

－1.00  

－0.37  

 

－0.79  

－1.06  

－0.33  

 

－0.40  

－0.47  

－0.87 

 

0.06  

0.00  

 

0.66  

0.50  

－0.63  

0.11  

 

－0.21  

－0.53  

0.01  

 

－0.05  

0.02  

1.19 

 

＊ 

＊ 

＊ 

 

 

＊ 

＊ 

 

 

＊ 

 

 

90％信用下限 90％信用上限 

夫の年齢 

夫の年齢2乗 

学歴（高校卒を基準） 
　　中学 

　　専門・専修、短大・高専 

　　大学・大学院 

自営業（夫）ダミー 

妻の就業状況（無職を基準） 
　自営業 

　常勤の職員・従業員 

　パート・アルバイト、嘱託・その他 

都市規模（下記以外の市を基準） 
　東京23区および政令指定都市 

　町村 

定数項 

年次ダミーあり 
＊は90％信用区間が０をまたがないもの 
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